
◆ 河川空間のオープン化

• 河川敷地の占用主体は原則として公共性・公益性を有する者ですが、「河川をにぎわいのある水辺空間として積極的に活用した
い！」という要望の高まりを受け、平成23年度に河川敷地占用許可準則を改正し、一定の要件を満たす場合、営業活動を行う事
業者等も、河川敷地の利用が可能となりました。これを「河川空間のオープン化」といいます。

• 平成28年度には、民間事業者等の方が安定的な営業活動を行えるよう、準則を改正し、民間事業者等への占用許可期間を「3年
以内」から「10年以内」へと延長しています。

＜河川空間オープン化が適用される要件＞

• 河川敷地を利用する区域、施設、主体について地域の合意
が図られていること。

• 通常の占用許可でも満たすべき各種基準に該当すること。
（治水上及び利水上の支障がないこと等）

• 都市・地域の再生及び河川敷地の適正な利用に資すること。

＜占用許可が可能な施設＞

「都市・地域再生等利用区域」では、準則第22第3項に規定す
る広場やイベント施設をはじめとして売店、オープンカフェ、広
告板、船上食事施設、川床などの設置が可能です。

① 広場、イベント施設、遊歩道、船着場
② 前述の施設と一体をなす飲食店、売店、オープンカフェ、広
告板、広告柱、照明・音響施設、キャンプ場、バーベキュー
場、切符売場、案内所、船舶修理場等

③ 日よけ、船上食事施設、突出看板、川床
④ その他都市・地域の再生等のために利用する施設

（参考）都市・地域再生等利用区域について 資料2-3
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◆ 河川空間オープン化の実績

• 河川空間のオープン化は、平成23年度より進められ、令和3年度には新たに16箇所が指定され、これまでに計108箇所（内、
中部地方では13件）が区域指定され、河川空間の新たな利活用が進められています。

河川空間オープン化の実績（中部地方）

河川空間オープン化の累計 地方ごとの河川空間オープン化の実績数

（参考）都市・地域再生等利用区域について

AQUAテラス（福井県福井市：一級河川 足羽川）

• 足羽川の河川敷をイ
ベント広場として活
用し、アウトドア体
験等を通じて、河川
空間の賑わいを創出。

ふくいMachi Camp

かのがわ風のテラス（静岡県沼津市：一級河川狩野川）

• 河川護岸のテラス部を
活用し、時季に応じ
マーケットイベント、
ステージイベント等の
実施や、水辺のバーベ
キューを開催。

ナイトマーケット


